
平成24年3月期 第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年8月5日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 加藤製作所 上場取引所 東 

コード番号 6390 URL http://www.kato-works.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 加藤 公康

問合せ先責任者 （役職名） 執行役員財務部長 （氏名） 高橋 啓二 TEL 03-3458-1130
四半期報告書提出予定日 平成23年8月11日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 11,156 7.9 305 ― 317 ― 259 182.2
23年3月期第1四半期 10,339 50.5 △150 ― △190 ― 91 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 162百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △7百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 4.42 ―

23年3月期第1四半期 1.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 74,721 30,474 40.8
23年3月期 75,231 30,458 40.5

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  30,474百万円 23年3月期  30,458百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 3.00 ― 3.00 6.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 25,000 12.2 800 ― 900 ― 700 199.5 11.94
通期 58,000 21.0 2,000 51.0 2,100 66.5 1,700 32.8 29.00



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 58,717,936 株 23年3月期 58,717,936 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 106,084 株 23年3月期 105,884 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 58,611,902 株 23年3月期1Q 58,614,237 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第 1 四半期連結累計期間における我が国経済は、3 月に発生した東日本大震災による混乱と停滞により、極めて厳

しい状況で推移いたしました。 

当社グループをとりまく事業環境も、サプライ・チェーンの被災により、一部部品に不足を生じ、生産ラインの一時

停止を余儀なくされるなど、製造部門を中心に多大な影響が及ぶ事態となりました。その結果、回復傾向となってまい

りました建設用クレーンおよび油圧ショベルの需要動向に対し、十分な対応がとれずに終始いたしました。中国におけ

る油圧ショベルの需要につきましては、一時ほどの過熱感は見られませんが、比較的順調に推移し、前年同期を上回る

結果となりました。このような状況下、当社グループといたしましては、新たに市場投入いたしました大型クレーンを

はじめとして、積極的な営業活動を行なうとともに、種々のコスト削減の継続に努めてまいりました。 

その結果、当第 1 四半期連結累計期間の売上高は 111 億 5 千 6 百万円（前年同期比 107.9％）となりました。収益に

つきましては、営業利益3億5百万円（前年同期は1億5千万円の損失）、経常利益3億1千7百万円（前年同期は1億

9千万円の損失）、四半期純利益は2億5千9百万円（前年同期比282.2％）となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

① 日本 

日本では、東日本大震災後の経済の混乱が続きました。建設用クレーンおよび油圧ショベルの需要は徐々に回復

傾向となってまいりましたが、受注環境は未だ厳しく、楽観の出来る状況ではありません。売上高は 92 億 9 千 8

百万円（前年同期比 100.3％）となり、セグメント損失は 1 億 9 千 2 百万円（前年同期は 3 億 8 千万円の損失）と

なりました。 

 

② 中国 

中国における油圧ショベルの需要は、順調に推移しておりますが、一部部品不足に伴う生産の遅れとともに、過

熱気味の中国経済を抑制すべく当局が矢継ぎ早に打ち出しました金融政策等の影響もあり、前年後半ほどの勢いは

見られません。売上高は 36 億 5 千 4 百万円（前年同期比 146.0％）となり、セグメント利益は 4 億 4 千 7 百万円

（前年同期比149.9％）となりました。 

 

主要品目別の業績を示すと、次のとおりであります。 

① 建設用クレーン 

東日本大震災による一部部品の不足から、生産に遅れが発生し、回復傾向にありました需要に十分に対応するこ

とが出来ず、不本意な結果となりました。売上高は43億8千8百万円（前年同期比104.8％）となりました。 

 

② 油圧ショベル等 

中国におけるショベル需要は、加熱気味の経済を鎮静化すべく矢継ぎ早に実行された当局による様々な政策の影

響もあり、一時ほどの過熱感は見られませんものの、大きく落ち込むこともなく順調に推移いたしました。その他

の海外地域及び国内においては、全体に落ち着きを取り戻してまいりました。売上高は 66 億 9 千 8 百万円（前年

同期比110.7％）となりました。 

 

③ 路面清掃車等 

路面清掃車等につきましては、売上高6千9百万円（前年同期比67.0％）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

（資産の状況） 

総資産は、前連結会計年度末の752億 3千 1百万円に比べ、5億 9百万円（0.7％）減少し、747億 2千 1百万円

となりました。これは、主としてたな卸資産の増加 1 億 5 百万円がありましたものの、受取手形・売掛金の減少 5

億8千7百万円によるものであります。 

 

（負債の状況） 

負債合計は、前連結会計年度末の 447 億 7 千 3 百万円に比べ、5億 2 千 5百万円（1.2％）減少し、442 億 4 千 7

百万円となりました。これは、短期・長期借入金が5億5千5百万円増加しましたものの、支払手形・買掛金が13

億7千8百万円減少したことが主な要因であります。 

 

（純資産の状況） 

純資産は、前連結会計年度末の304億 5千 8百万円に比べ、1千 6百万円（0.1％）増加し、304億 7千 4百万円

となりました。これは、四半期純利益の計上による2億 5千 9百万円の増加要因と、配当金の支払い1億 4千 6百

万円ならびに、その他の包括利益の減少9千6百万円の減少要因によるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しにつきましては、東日本大震災後の部品供給不足の状態は解消されてまいりましたが、電力規制等の制

約もあり、十分な環境が整った状況にはありません。しかしながら、国内では大型クレーンをはじめ、建設用クレーン

の買換え需要の回復傾向が見られますことと、さらに、中国における油圧ショベル需要もこれまでと同様の水準で順調

に推移しておりますことから、今期業績は前期を上回る業績となることが予想されます。 

通期の業績見通しにつきましては、平成23年7月 22日に公表いたしました、連結売上高58,000百万円、連結営業利

益2,000百万円、連結経常利益2,100百万円、連結当期純利益1,700百万円を予定いたしております。 

 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,860 13,282

受取手形及び売掛金 29,236 28,648

たな卸資産 19,381 19,487

繰延税金資産 903 968

その他 1,112 687

貸倒引当金 △124 △121

流動資産合計 63,369 62,952

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,788 3,690

機械装置及び運搬具（純額） 1,067 1,081

土地 2,744 2,744

建設仮勘定 106 205

その他（純額） 171 154

有形固定資産合計 7,878 7,876

無形固定資産 138 129

投資その他の資産   

投資有価証券 1,413 1,413

破産更生債権等 2,597 2,511

繰延税金資産 1,138 1,095

その他 1,269 1,230

貸倒引当金 △2,574 △2,488

投資その他の資産合計 3,845 3,762

固定資産合計 11,862 11,769

資産合計 75,231 74,721
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,480 16,102

短期借入金 8,390 8,940

1年内返済予定の長期借入金 3,771 3,754

未払法人税等 126 75

割賦販売前受利息 1,242 1,226

賞与引当金 305 168

製品保証引当金 195 246

その他 544 1,001

流動負債合計 32,055 31,515

固定負債   

長期借入金 11,388 11,411

退職給付引当金 730 729

役員退職慰労引当金 587 581

その他 11 10

固定負債合計 12,717 12,732

負債合計 44,773 44,247

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,935 2,935

資本剰余金 7,109 7,109

利益剰余金 20,527 20,640

自己株式 △25 △25

株主資本合計 30,548 30,660

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 29 30

為替換算調整勘定 △119 △216

その他の包括利益累計額合計 △90 △186

純資産合計 30,458 30,474

負債純資産合計 75,231 74,721
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 10,339 11,156

売上原価 9,263 9,615

売上総利益 1,075 1,541

販売費及び一般管理費 1,225 1,235

営業利益又は営業損失（△） △150 305

営業外収益   

受取利息 1 2

割賦販売受取利息 163 142

受取配当金 6 6

持分法による投資利益 33 0

貸倒引当金戻入額 － 21

その他 9 10

営業外収益合計 213 183

営業外費用   

支払利息 86 99

為替差損 158 70

その他 10 1

営業外費用合計 254 171

経常利益又は経常損失（△） △190 317

特別利益   

貸倒引当金戻入額 43 －

製品保証引当金戻入額 33 －

前期損益修正益 23 －

その他 16 －

特別利益合計 116 －

特別損失   

固定資産除却損 0 24

特別損失合計 0 24

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△74 292

法人税、住民税及び事業税 42 56

法人税等調整額 △209 △23

法人税等合計 △166 33

少数株主損益調整前四半期純利益 91 259

四半期純利益 91 259
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 91 259

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △28 0

為替換算調整勘定 △70 △97

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 △99 △96

四半期包括利益 △7 162

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △7 162

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）セグメント情報等 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 日本 中国 計 
調整額 

(注) １ 

四半期連結損益 

計算書計上額 

(注) ２ 

売上高      

(1)外部顧客への売上高 7,853 2,485 10,339 ― 10,339

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
1,417 17 1,435 △1,435 ―

計 9,271 2,502 11,774 △1,435 10,339

セグメント利益又は損失（△） △380 298 △82 △67 △150

(注) １ セグメント利益の調整額にはセグメント間取引消去１百万円、セグメント間未実現利益消去△69百万円が含まれ

ております。 

２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 日本 中国 計 
調整額 

(注) １ 

四半期連結損益 

計算書計上額 

(注) ２ 

売上高      

(1)外部顧客への売上高 7,501 3,654 11,156 ― 11,156

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
1,797 ― 1,797 △1,797 ―

計 9,298 3,654 12,953 △1,797 11,156

セグメント利益又は損失（△） △192 447 254 50 305

(注) １ セグメント利益の調整額には主としてセグメント間未実現利益消去50百万円が含まれております。 

２ セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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